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（in vitro）計測や露出脳または薄く研磨した頭蓋骨を通して行う in vivo計測が報告されている．脳スライ








































る，大脳拡延性抑制（Cortical spreading depression, CSD）時の計測を行っている．CSDは大脳皮質を伝
搬する電気的脱分極波である．反射率，等価散乱係数，および血液濃度の時系列画像において，CSD誘発部
分から遠位に向かい伝搬する波状パターンが観察されている．反射率の初期の増大は等価散乱係数の増加の
タイミングと一致しており，脱分極波の到達に伴い生じる組織の形態変化を示唆している．反射率の増大に
引き続き観察された大幅な減少は，血液濃度の増大と時間的および空間的な対応が見られ，これは脱分極後
に生じる２次的な血流量の増大を示していると考えられる．この実験結果は，光学的手法のみを用いた電気
生理学的変化と血行動態のイメージングの可能性を示している． 
第七章では，本論文のまとめと今後の研究の展望について述べている． 
以上を要するに，本論文は脳神経科学分野における脳機能と脳組織内因性光信号の評価法の発展に貢献す
る価値があり，博士（工学）の学位にふさわしいものと認められた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
